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は
じ
め
に

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
は
、
大
阪
ゆ
か
り
の
歌
舞
伎
の
大
名
跡
で
あ
る
中
村
鴈

治
郎
が
四
代
目
と
し
て
復
活
す
る
年
と
な
っ
た
。
大
阪
歴
史
博
物
館
で
は
、
前
身
と
な

る
大
阪
市
立
博
物
館
時
代
か
ら
、
初
代
中
村
鴈
治
郎
関
係
資
料
を
収
集
し
、
芸
能
部
門

の
大
き
な
核
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
道
頓
堀
開
削
四
〇
〇
年
記
念
に
襲
名
を
記
念
す

る
意
味
も
合
わ
せ
て
、
特
別
企
画
展 

道
頓
堀
四
百
年
記
念
「
初
世
中
村
鴈
治
郎
展
―

近
代
上
方
歌
舞
伎
の
巨
星
―
」（
平
成
二
七
年
七
月
一
日
～
八
月
二
三
日
）
を
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
の
図
録
を
兼
ね
る
こ
と
を
想
定
し
て
三
月
に
は
『
大
阪
歴
史
博

物
館 

館
蔵
資
料
集
一
一 

初
代
中
村
鴈
治
郎
関
係
資
料
』（

1
）を
発
行
し
て
お
り
、
筆
者

が
そ
の
編
集
・
執
筆
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
館
蔵
資
料
集
に
収
録
し
た
初
代
鴈

治
郎
周
辺
の
一
枚
摺
資
料
に
つ
い
て
、
紙
数
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
翻
刻
を
補

遺
と
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
大
阪
歴
史
博
物
館
の
初
代
鴈
治
郎
関
係
資
料
の
核
と
な
る

資
料
群
で
あ
る
。
贔
屓
の
一
人
で
あ
っ
た
和
菓
子
舗
・
鶴
屋
八
幡
の
今
中
富
之
助
氏
の

収
集
品
で
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
度
に
大
阪
市
立
博
物
館
（
大
阪
歴
史
博
物
館

の
前
身
）
に
寄
贈
さ
れ
た
。
内
容
は
、
役
者
絵
、
番
付
、
写
真
・
映
画
、
レ
コ
ー
ド
、

鴈
治
郎
自
筆
の
書
画
、
衣
裳
、
小
道
具
、
愛
用
品
、
回
顧
の
記
念
品
等
々
多
岐
に
わ
た

る
。
屏
風
の
金
具
や
掛
軸
の
表
具
に
ま
で
鴈
治
郎
の
定
紋
の
イ
菱
を
配
し
、
番
付
や
写

真
も
独
自
の
帖
仕
立
て
で
保
存
し
て
い
る
。
そ
の
収
集
ぶ
り
は
、
江
戸
後
期
の
熱
狂
的

な
大
坂
の
贔
屓
た
ち
の
姿
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
鴈
治
郎
研
究
の
基
礎
資
料
と

も
な
っ
て
い
る
。

一
枚
摺
資
料
に
つ
い
て

一
枚
摺
は
、
役
者
の
襲
名
や
改
名
な
ど
の
節
目
に
際
し
て
摺
ら
れ
た
木
版
の
刷
り
物

で
、
贔
屓
等
へ
の
配
り
物
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
初
代

中
村
鴈
治
郎
関
係
資
料
に
は
一
〇
枚
（
芸
〇
六
七
五
～
〇
六
八
四
）
の
一
枚
摺
が
含
ま

れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
後
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
平

成
二
七
年
に
出
版
し
た
館
蔵
資
料
集
に
写
真
掲
載
し
た
、
初
代
鴈
治
郎
の
活
動
期
に
あ

た
る
明
治
時
代
の
八
点
に
、
天
保
期
の
一
点
を
加
え
て
紹
介
す
る
。

芸
〇
六
八
一
の
初
代
實
川
額
十
郎
改
名
摺
物
（
丹
頂
鶴
に
短
冊
図
）
は
、
初
代
實
川

今
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

初
代
中
村
鴈
治
郎
関
係
資
料
の
一
枚
摺
に
つ
い
て
―
館
蔵
資
料
集
補
遺
―

澤
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額
十
郎
が
浅
尾
姓
か
ら
改
名
し
た
際
の
摺
物
で
あ
る
。
後
の
上
方
歌
舞
伎
の
實
川
家
の

創
始
に
あ
た
る
。
こ
の
改
姓
に
一
首
を
添
え
る
初
代
梅
玉
、
す
な
わ
ち
三
代
目
中
村
歌

右
衛
門
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
勇
次
郎
か
ら
額
十
郎
へ
の
改
名
を
勧
め
た
と

さ
れ
る
。
初
代
鴈
治
郎
の
師
匠
で
あ
る
初
代
實
川
延
若
や
、
中
村
鴈
治
郎
家
の
系
譜
に

連
な
る
資
料
と
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

芸
〇
六
七
五
の
四
代
目
中
村
歌
右
衛
門
二
十
五
回
忌
追
善
摺
物
は
、
初
代
鴈
治
郎
の

父
で
あ
る
三
代
目
中
村
翫
雀
が
、
そ
の
養
父
・
四
代
目
歌
右
衛
門
の
二
十
五
回
忌
追
善

興
行
に
際
し
て
出
版
し
た
摺
物
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
五
月
の

中
の
芝
居
「
一
谷
嫩
軍
記
」
で
は
翫
雀
は
熊
谷
次
郎
直
実
を
演
じ
て
お
り
、
本
図
に
も

そ
の
絵
姿
が
二
代
目
長
谷
川
貞
信
に
よ
り
描
か
れ
て
い
る
。
東
京
か
ら
九
代
目
市
川
団

十
郎
、
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
が
句
を
寄
せ
、
上
方
歌
舞
伎
の
重
鎮
、
二
代
目
尾
上
多
見

蔵
の
句
も
み
え
る
。

芸
〇
六
七
七
の
初
代
中
村
芝
鶴
改
名
摺
物
（
二
代
目
貞
信 
鶴
図
）
は
、
尾
上
梅
鶴

を
改
名
し
、
三
代
目
翫
雀
門
人
と
な
っ
た
初
代
芝
鶴
（
後
に
六
代
目
伝
九
郎
）
の
摺
物
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
正
月
の
天
満
大
工
町
芝
居
の
番
付
に
は
初
代
芝
鶴
の
名
が
見

え
、
こ
の
頃
の
出
版
と
考
え
ら
れ
る
。
三
代
目
翫
雀
と
そ
の
門
弟
の
他
、
初
代
延
若
も

句
を
寄
せ
て
い
る
。 	

芸
〇
六
七
六
の
四
代
目
實
川
延
三
郎
襲
名
摺
物
（
二
代
目
貞
信

二
葉
葵
図
と
五
鐶

井
筒
紋
）
は
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
二
月
に
没
し
た
三
代
目
延
三
郎
の
名
跡
を

正
三
郎
が
襲
名
す
る
際
の
も
の
。
襲
名
披
露
と
な
る
三
月
の
角
の
芝
居
で
は
、
初
代
鴈

治
郎
も
同
座
し
、
初
代
市
川
右
団
治
が
襲
名
の
口
上
を
勤
め
た
が
、
摺
物
に
も
句
を
寄

せ
て
い
る
。
ま
た
初
代
鴈
治
郎
の
芸
の
形
成
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
中
村
宗
十
郎
も

角
の
芝
居
に
同
座
し
、
摺
物
に
そ
の
句
も
み
え
る
。	

芸
〇
六
八
二
の
六
代
目
嵐
吉
三
郎
襲
名
摺
物
（
二
代
目
貞
信

橘
に
烏
帽
子
図
）
は
、

明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
六
月
に
二
代
目
中
村
雀
右
衛
門
の
門
人
、
雀
三
郎
が
、
上

方
歌
舞
伎
の
大
き
な
名
跡
で
あ
る
六
代
目
嵐
吉
三
郎
を
襲
名
す
る
際
の
も
の
。
襲
名
披

露
と
な
る
南
座
で
は
口
上
を
つ
と
め
た
初
代
鴈
治
郎
や
同
座
し
た
四
代
目
芝
雀
（
後
の

三
代
目
雀
右
衛
門
）
も
摺
物
に
句
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
初
代
市
川
右
団
治
や
東
京

の
九
代
目
団
十
郎
、
五
代
目
菊
五
郎
、
初
代
左
団
次
の
い
わ
ゆ
る
団
・
菊
・
左
の
名
も

み
え
、
大
名
跡
の
襲
名
に
ふ
さ
わ
し
い
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。

芸
〇
六
八
三
の
二
代
目
中
村
梅
玉
・
四
代
目
中
村
福
助
襲
名
摺
物
（
河
辺
青
蘭

梅

図
）
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
一
〇
月
の
角
座
に
お
け
る
襲
名
披
露
の
摺
物
。

二
代
目
梅
玉
、
四
代
目
福
助
（
高
砂
屋
、
後
の
三
代
目
梅
玉
）
は
と
も
に
初
代
鴈
治
郎

の
相
手
役
を
つ
と
め
た
。
摺
物
に
は
、
鴈
治
郎
の
ほ
か
、
鴈
治
郎
と
対
立
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
十
一
代
目
片
岡
仁
左
衛
門
の
句
も
み
え
る
。
絵
師
の
河
辺
青
蘭
は
、
近
代

大
阪
を
代
表
す
る
南
画
家
で
あ
る
。  

芸
〇
六
八
四
の
四
代
目
助
高
屋
高
助
十
三
回
忌
追
善
摺
物
（
華
阿
弥
素
坊

蓮
華
柄

香
炉
に
梅
菊
花
図
）
で
は
、
東
京
の
役
者
た
ち
に
交
じ
り
、
上
方
の
舞
台
で
も
活
躍
し

た
四
代
目
高
助
の
追
善
に
初
代
鴈
治
郎
も
句
を
寄
せ
る
。

芸
〇
六
七
九
の
市
川
小
団
次
襲
名
摺
物
（
天
受
玉
園

懸
蓬
莱
図
）
は
、
後
の
三
代

目
中
村
寿
三
郎
の
明
治
二
年
（一八
六
九
）
に
前
名
、
小
団
治
襲
名
し
た
時
の
も
の
で
、
小

団
次
の
代
数
に
数
え
ら
れ
て
い
な
い
。
摺
物
に
は
大
阪
の
役
者
た
ち
が
多
く
句
を
寄
せ
て
い
る
。

芸
〇
六
八
〇
の
七
代
目
嵐
雛
助
襲
名
摺
物
（
天
受
玉
園

雛
飾
り
図
）
は
、
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
二
月
の
筑
後
芝
居
の
七
代
目
雛
助
襲
名
の
摺
物（

2
）。
三
代
目
翫
雀
、

初
代
延
若
、
中
村
宗
十
郎
ら
、
初
代
鴈
治
郎
に
ゆ
か
り
の
役
者
た
ち
が
名
を
連
ね
る
。

以
上
の
九
点
を
写
真
と
翻
刻
で
紹
介
す
る
が
、
紙
数
の
都
合
で
、
芸
〇
六
七
八
の
坂

東
佳
女
三
改
め
中
村
巴
丈
襲
名
摺
物
（
寛
斎

落
葉
図
）
の
掲
載
を
割
愛
し
た
。
こ
の

摺
物
に
つ
い
て
は
機
会
が
あ
れ
ば
、
別
稿
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。



（123）

大阪歴史博物館 研究紀要 第15号（2017）

図
版
と
翻
刻

部
門
番
号
・
資
料
名
に
続
き
、
①
落
款
印
章
等

②

判
型
・
法
量
等

③
刊
行
時
期
・
行
事
・
上
演
の
情
報

④
版
元
を
記
し
た
。
そ
の
後
に
翻
刻
を
掲
載
し
、
図
版

を
適
宜
配
し
た
。

芸
〇
六
八
一

絵
師
不
詳

初
代
實
川
額
十
郎
改
名
摺

物

丹
頂
鶴
に
短
冊

①
丸
印
に
花
押

②
大
奉
書
錦
絵

三
九
・
四
×
五
四
・

四

③
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
正
月 

中
の
芝
居

お
の
れ
思
ひ
た
ち
し
に
は
あ
ら
す
／
さ
り
か
た
き

し
さ
い
あ
り
て
／
こ
た
ひ
ミ
や
う
し
を
替
る
事
に

は
／
な
り
ぬ
猶
幾
久
敷
御
引
立
を
／
祝
き
奉
ら
め

や
わ

春
風
の
海
一
は
ひ
に
初
日
か
な

浅
尾
改
／
實
川
額
十
郎
／
俳
名

延
若

実ゲ

に
川
も
里
も
野
山
も
／
の
と
か
さ
よ

千
代
の
毛
衣
よ
く
／
着
か
へ
つ
る

梅
玉

芸
〇
六
七
五

二
代
目
貞
信

四
代
目
中
村
歌
右
衛
門

二
十
五
回
忌
追
善
摺
物

四
代
目
歌
右
衛
門
と
三
代
目

翫
雀
の
熊
谷

①
貞
信
写
（
印
「
貞
信
之
印
」） 

②
大
奉
書
錦
絵 

三
八
・
八
×
五
二
・
〇 

③
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）

五
月 

中
の
芝
居 
二
十
五
回
忌
追
善
狂
言 

一
谷
嫩
軍
記 

④
本
清
版

か
け
ま
て
も
見
そ
へ
は
長
し
夜
の
ふ
じ

	
東
京 
市
川
団
十
郎

梅
懸
す
雨
感
伏
の
茶
会
か
な	
仝 
尾
上
菊
五
郎

天
人
の
音
楽
も
か
な
花
の
山	

仝 
中
村
芝
翫

吊
し
や
源
子
つ
く
じ
備
へ
ツ
ヽ	

仝 

岩
井
半
四
郎

手
向
や
垣
根
に
白
き
花
う
つ
き	

仝 

関
三
十
郎

西
へ
入
る
夕
月
か
け
や
時
鳥	

仝 

中
村
仲
蔵

花
か
風
名
の
夜
に
雲
の
る
か
な	

市
川
右
団
治

数
の
世
や
思
ひ
合
せ
ハ
袖
の
露	

嵐
橘
三
郎

手
向
る
や
春
行
今
朝
の
蓬
の
葉	

市
川
荒
五
郎

願
わ
く
バ
梅
あ
ら
ハ
さ
ぞ
花
御
堂

	

東
京 

藤
間
勘
左
衛
門

灌
佛
や
諷
ふ
も
舞
ふ
も
法
の
声	

仝 

花
柳
寿
輔

鶯
ハ
走
ぬ
梅
の
葉
ハ
若
や
き
ぬ	

仝 

狂
言
堂
左
交
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幾
千
代
を
経
て
衰
へ
ぬ
実
梅
哉	

仝 

瀬
川
如
皐

手
向
な
ハ
浪
花
へ
走
れ
蜀
魂	

仝 

河
竹
新
七

短
夜
や
窓
に
消
け
り
竹
の
影	

仝 

守
田
勘
弥

雨
露
の
恵
ミ
伝
記
る
実
梅
か
な	

坂
東
彦
三
郎

立
花
や
む
か
し
を
忍
ふ
朝
の
月	

嵐
璃
寛

白
紙
の
道
お
し
へ
有
よ
ふ
文
鳥	

中
村
嘉
七

西
か
ら
も
波
来
る
花
や
弥
生
雲	

実
川
延
若

忘
ら
れ
ぬ
簡
や
幾
夜
の
長
々
し	

尾
上
多
見
蔵

手
を
つ
い
て
濡
れ
候
服
も
せ
す
蟇	
三
河
佐
吉

啼
て
行
雲
な
つ
か
し
や
ほ
と
ゝ
き
す	
小
部
和
三
郎

散
る
や
咲
や
浮
世
ハ
芥
子
の
花
畠	
銭
谷

語
ら
は
や
袖
し
め
る
ま
て
た
か
む
し
ろ	

赤
穂
多

ほ
と
ゝ
き
す
し
は
し
と
て
こ
そ
思
ひ
つ
れ	

三
栄	

」

光
陰
に
関
守
な
く
翫
雀
日
親
と
お
く
り
名
せ
し
も

／
星
霜
重
ね
て
今
年
ハ
は
や
は
た
い
つ
と
決
の
／

ま
わ
り
に
な
り
た
る
に
純
き
身
の
俤
も
な
く
記
外

／
悔
る
折
友
人
の
助
を
持
て
覚
束
な
く
も
お
も
き

／
役
を
ま
ね
ひ
こ
れ
を
と
ふ
ら
ふ
事
と
ハ
な
り
ぬ

へ
た
な
か
ら
ま
つ
手
向
は
や
初
茄
子

	

三
代
目 

中
村
翫
雀

蓬
の
香
や
土
瓶
へ
戻
す
佛
の
茶	

東
京 

中
村
鶴
助

小
竹
の
清
き
流
れ
や
手
向
水	

中
村
雀
右
衛
門

て
ふ
〳
〵
や
惣
々
合
せ
し
袖
の
露	

翫
雀
門
弟
中

世
を
い
と
ふ
熊
谷
笠
や
花
供
養	

勝
諺
造

魁
し
手
柄
見
へ
け
り
梅
若
葉	

東
京 

竹
芝
寿
作

白
梅
の
散
て
も
残
る
薫
か
な	

近
松
八
十
翁	

」	

芸
〇
六
七
七

二
代
目
貞
信

初
代
中
村
芝
鶴
改
名
摺

物

鶴
図

①
貞
信
写
（
印
「
貞
信
之
印
」）
②
大
奉

書
錦
絵 

三
八・八
×
五
一・九

③
明
治
九
年（
一
八
七
六
）

一
～
二
月
頃

④
本
清
版

し
つ
ほ
り
と
地
に
し
む
雨
や
は
つ
蕨	

璃
寛

二
本
ま
て
咲
て
た
し
か
や
初
桜	

嘉
七

木
の
間
照
日
の
美
し
き
二
月
哉	

延
若

咲
か
え
て
名
も
定
り
ぬ
玉
つ
は
き	

八
十
翁

声
に
そ
ふ
身
の
は
た
ら
き
や
春
の
鳥	

諺
彦

十
分
の
夕
日
ふ
く
ん
で
赤
つ
は
き	

東
京 

河
竹
新
七

初
春
の
目
に
新
し
き
野
山
哉	

多
見
蔵	

」

未
熟
な
る
私
し
の
門
に
入
し
を
／
お
こ
か
ま
し
く

も
御
披
露
／
申
し
上
侍
り
て

実
に
ち
か
ら
そ
ゆ
る
も
嬉
し
花
の
中	

翫
雀

わ
き
ま
へ
も
な
き
拙
き
我
に
／
改
名
を
せ
よ
と
の

す
ゝ
め
ニ
預
り
／
う
れ
し
さ
の
余
り
て

吹
風
に
な
び
き
て
登
る
旭
鶴 

梅
鶴
改	

中
村
芝
鶴

わ
か
弟
の
改
名
を
／
と
も
に
悦
ひ
て

見
る
わ
れ
も
笑
顔
あ
や
か
る
村
雀	

兄 
中
村
登
雀

つ
く
□
も
山
に
道
付
や
よ
ひ
か
な	

翫
雀
門
弟
中	
」

う
め
の
花
咲
せ
て
梅
の
匂
哉	

福
助

吹
晴
る
ゝ
雲
の
は
し
ら
や
風
の
春	

東
京 

鶴
助

雲
一
ツ
な
き
朝
日
や
梅
の
花	

雀
右
衛
門

野
も
山
も
艸
み
な
わ
か
し
旦
か
な	

東
京 

彦
三
郎

見
移
り
て
梅
綻
る
笑
顔
か
な	

銭
清

親
の
飛
ふ
振
り
見
習
ふ
や
雀
の
子	

三
栄	

」

芸
〇
六
七
六

二
代
目
貞
信

四
代
目
実
川
延
三
郎
襲
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名
摺
物

二
葉
葵
図
と
五
鐶
井
筒
紋

①
貞
信
筆
（
印
）

②
大
奉
書
錦
絵 

三
九
・
二
×
五
三
・
三

③
明
治
二
一

年
（
一
八
八
八
）
三
月 

角
劇
場

 

時
を
得
て
恵
る
つ
ほ
ミ
や
初
さ
く
ら	

橘
三
郎

花
の
名
を
四
方
に
廣
か
る
二
柴
哉	

鴈
治
郎

よ
き
處
へ
よ
き
道
つ
け
て
春
の
水	

荒
五
郎

色
も
香
も
よ
く
備
わ
り
て
菊
の
花	

宗
十
郎

○

是
か
ら
の
栄
え
を
花
の
木
振
り
哉	

我
当

見
處
の
有
て
た
の
し
や
春
の
山	

鶴
助

誉
ら
れ
て
猶
見
は
れ
あ
り
作
り
菊	

璃
寛

○

美
し
う
旭
見
替
る
花
野
か
な	

福
助

日
と
月
の
恵
ミ
も
深
し
い
そ
の
桜	

寿
三
郎

早
咲
を
誉
る
も
春
の
名
取
艸	

雀
右
衛
門

春
風
や
霞
の
中
に
飛
ら
る
凧	

右
団
治

主
名
を
接
れ
し
を
／
共
に
よ
ろ
こ
び
侍
り
て

手
入
し
て
咲
せ
て
見
せ
る
二
葉
艸	

八
百
蔵

見
る
わ
れ
も
笑
顔
あ
や
か
る
村
す
ゝ
め	

延
二
郎

す
つ
く
り
と
照
渡
り
け
り
春
の
海	

門
人
中

い
た
ら
ぬ
身
を
か
へ
り
み
ず
／
か
ん
ば
し
き
名
を

お
こ
か
ま
し
く
も
受
つ
ぎ
て

花
と
い
ふ
名
も
は
つ
か
し
き
野
菊
哉

	

正
三
郎
改
／
四
代
目
／
延
三
郎

こ
な
さ
れ
て
引
立
ふ
り
や
二
葉
艸	

西
京 

吉
岡	

」

は
や
薫
る
気
さ
し
春
め
く
木
の
芽
か
な	

和
田

花
の
中
一
ト
木
目
立
や
若
け
い
と 	

嶋 

三
河

名
を
か
へ
て
長
に
世
つ
く
名
取
艸	

銭
谷

そ
の
家
の
栄
も
見
ゆ
る
接
木
か
な 	
せ
ん
ば 

三
河

造
手
の
あ
つ
て
た
の
し
や
菊
の
苗	
冨
田

二
葉
か
ト
手
入
も
見
へ
て
花
の
立	
小
澤

た
し
か
な
り
花
の
主
し
と
い
ふ
姿	

澤
野	

」

芸
〇
六
八
二

二
代
目
貞
信

六
代
目
嵐
吉
三
郎
襲
名

摺
物

橘
に
烏
帽
子
図

①
貞
信
筆
（
印
）
②
大
奉

書
錦
絵 

四
三
・
八
×
五
七
・
四

③
明
治
三
五
年

（
一
九
〇
二
）
五
月 

京
都
・
南
座

④
日
本
橋
井
上
版 

浪
花
よ
り
よ
き
た
よ
り
あ
り
風
薫
る 

東
京	

左
団
治

む
か
し
お
も
ふ
花
た
ち
は
な
の
か
ほ
り
哉	

芝
翫



（126）

今中コレクション 初代中村鴈治郎関係資料の一枚摺について―館蔵資料集補遺―

わ
か
首
ふ
し
て
閑
よ
き
な
か
め
や
嵐
山	

菊
五
郎

受
花
持
つ
手
に
か
ろ
し
舞
扇	

団
蔵

あ
を
あ
ら
し
日
本
晴
の
日
和
か
な	

団
十
郎

わ
か
竹
の
古
き
た
け
よ
り
背
延
せ
よ	

我
当

業
平
に
似
た
る
冠
や
か
ふ
る
花	

時
蔵

た
ね
も
み
な
ほ
し
き
色
な
り
紅
李	

延
三
郎

夕
立
や
は
れ
て
涼
し
き
夏
の
月	

多
見
之
助

見
置
て
し
枝
春
む
め
と
な
り
ニ
け
る	

右
団
治

む
し
干
や
冠
古
き
友
の
家	

福
助

色
も
香
も
人
の
ほ
め
合
ふ
新
茶
奉	
玉
七

め
て
た
さ
に
老
鶯
も
う
た
ひ
け
り	
荒
五
郎

当
り
呼
ふ
声
い
さ
ま
し
き
高
聞
哉	

澤
野

蛍
来
て
に
き
は
ひ
ま
す
や
門
納
涼	

小
沢

若
葉
し
て
春
た
り
客
の
お
ほ
き
哉	

栄
本

や
か
て
秋
の
た
の
し
み
深
き
田
植
哉	

髙
木

此
姿
わ
れ
る
ほ
と
に
実
の
あ
る
李
か
な	

安
田

名
に
た
か
き
朝
日
の
恩
や
艸
し
け
る	

尼
野

む
き
あ
き
の
出
来
見
事
也
岡
の
畑	

浅
野

春
風
不
二
の
高
ね
を
越
え
た
り
な	

秋
山

こ
の
う
へ
の
な
き
出
来
栄
や
麦
の
秋	

三
河	

」

こ
た
ひ
跡
つ
く
人
の
御
た
ま
り
し
を
／
と
も
に

よ
ろ
こ
ひ
て

慈
悲
の
眼
を
懸
け
さ
せ
給
へ
練
雲
雀	

橘
三
郎

吉
日
に
恵
ミ
の
雨
や
竹
植
る	

徳
三
郎

つ
た
な
き
身
を
捨
て
た
ま
ハ
す
厚
き
／
御
恵
ミ

の
お
ほ
け
な
く
も
か
た
し
け
な
く
て

葉
桃
に
た
ゝ
す
か
り
た
る
ほ
た
る
か
な

	

雀
三
郎
改 

六
代
目
嵐
吉
三
郎 

俳
名 

鯉
昇

お
な
し
門
派
の
い
や
栄
る
を
喜
て

わ
か
園
に
す
ゑ
つ
む
花
の
咲
に
け
り	

三
五
郎

う
ゑ
か
え
て
ひ
と
し
ふ
ま
す
や
苗
の
色	

璃
珏

接
木
に
は
う
れ
し
き
梅
事
の
日
和
哉	

巌
笑

ミ
め
く
み
の
露
涼
し
さ
や
艸
茂
る 

故
吉
三
郎
門
弟
中

ま
し
は
り
深
か
り
し
な
き
人
の
／
跡
を
継
れ
し
う

れ
し
さ
に

い
さ
さ
ら
は
杖
受
と
り
せ
む
不
二
詣	

鴈
次
郎

あ
さ
あ
ら
し
冨
士
よ
り
た
か
き
幟
か
な	

霞
仙

も
ろ
と
も
に
節
そ
ろ
へ
は
へ
田
植
歌	

芝
雀

雨
毎
に
ひ
ろ
か
る
艸
の
し
け
り
か
な	

正
朝

嵐
山
わ
か
や
き
て
風
か
を
け
り	

中
西

明
治
壬
寅
年
皐
月

芸
〇
六
八
三

河
辺
青
蘭

二
代
目
中
村
梅
玉
・
四
代

目
中
村
福
助
襲
名
摺
物

梅
図

①
「
青
蘭
女
史
（
印
「
河
邊
之
印
」「
青
蘭
」）
②
大

奉
書
錦
絵 

四
五
・
〇
×
五
八
・
九

③
明
治
四
〇
年

（
一
九
〇
七
）
一
〇
月 

角
座

④
島
之
内
広
田
版 

老
若
丈
睦
み
て
す
わ
る
い
ろ
は
順

梅
玉
の
名
跡
相
続
人
の
撰
定
委
頼
を
受
け
／
居
し

か
彼
是
梨
園
を
眺
め
三
代
福
助
ぬ
し
を
／
お
き
て

他
に
あ
ら
ず
縣
ら
は
仝
丈
へ
相
続
／
せ
ら
れ
ん
事

を
進
め
ま
ひ
ら
す
に
な
ん

預
り
し
園
の
古
梅
植
か
へ
て	

仁
左
衛
門

梅
た
よ
り
聞
し
か
友
の
ニ
三
人	

我
童

紅
梅
や
た
ゝ
一
輪
を
指
先
に	

徳
三
郎

中
々
に
薫
り
す
く
れ
し
老
樹
哉	

巌
笑
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老
木
之
誓
風
情
あ
る
な
り
梅
の
枝	

団
蔵

よ
き
枝
の
継
木
も
園
の
ぬ
し
の
腕	

多
見
之
助

は
か
ら
す
も
茶
日
に
貰
ひ
し
梅
の
花	

右
団
次

園
の
梅
に
花
を
ま
ろ
は
す
初
音
哉	

三
五
郎

ひ
と
し
ほ
の
薫
り
高
め
よ
此
す
は
枝	

橘
三
郎

一
と
寒
み
あ
り
て
薫
や
梅
の
花	

大
善

新
ら
し
き
つ
る
梅
は
咲
に
け
り	

髙
木

厳
重
に
門
の
な
ら
ひ
て
梅
の
花	

安
田

寮
守
の
斎
し
て
来
る
梅
の
花	

白
井

遠
ち
近
の
人
の
集
ふ
や
梅
薫	
秋
山

梅
か
香
や
と
こ
に
立
る
朝
烟
り	
浅
野

此
一
枝
床
の
薫
り
ニ
楽
し
ま
ん	

尼
野

鶯
の
塒
は
残
せ
梅
も
ら
ひ	

三
河

明
治
丁
未
陽
月
吉
辰	
	

」

世
に
高
き
故
人
の
名
を
襲
ふ
も
お
こ
か
ま
し
け

れ
と
／
御
ひ
ゐ
き
尊
き
君
様
方
の
御
高
庇
に
依

り
／
こ
た
び
改
名
致
し
ま
た
若
輩
な
る
忰
政
次

郎
へ
／
旧
名
を
譲
り
し
か
は
り
て
ま
た
御
引
立

ね
か
ふ

身
に
あ
ま
る
薫
を
受
て
梅
の
花 

福
助
改 

二
代
目
梅
玉

爪
に
お
よ
は
さ
る
厳
父
の
名
を
譲
り
玉
ひ
し
／

か
し
こ
く
も
ま
た
は
つ
か
し
の
わ
さ
や

重
荷
負
ふ
ひ
た
ゑ
に
行
す
小
春
哉

	

政
次
郎
改
四
代
目
福
助

久
敷
く
埋
れ
木
と
な
り
し
名
家
の
名
も
／
再
ひ
花

咲
時
来
り
し
う
れ
し
さ
に

ま
た
此
所
に
再
ひ
匂
ふ
梅
の
花	

芝
翫

絶
へ
し
名
家
を
継
せ
ら
れ
た
る
祝
ひ
に

根
に
残
る
薫
り
世
に
出
る
梅
の
花	

珊
瑚
郎

三
代
福
助
ぬ
し
の
梅
の
継
木
せ
ら
れ
し
□
□

苔
の
蒸
老
木
と
な
れ
よ
梅
の
種	

玉
七

い
と
お
し
か
く
し
名
家
の
名
を
受
け
ら
れ
て
／

う
か
ら
の
衆
の
よ
ろ
こ
ひ
此
上
や
あ
る

皆
お
な
し
園
の
種
な
り
梅
の
花	

鴈
次
郎

梅
玉
て
ふ
名
を
継
れ
し
福
助
丈
か
心
や
い
か
に
哉
う

れ
し

梅
咲
や
誰
れ
か
住
居
か
羨
し	

時
蔵

貌
も
白
く
見
ゆ
る
や
ふ
な
り
月
の
梅	

芝
雀

を
ち
こ
ち
に
風
薫
た
り
梅
林	

伝
五
郎

そ
れ
〳
〵
に
鋏
入
れ
な
む
鉢
の
梅

	

初
代
弟
故
福
助
門
弟
中

朽
る
と
も
其
名
に
高
き
匂
ひ
か
な	

二
見

見
て
居
れ
は
呼
か
け
ら
れ
つ
門
の
梅	

楠
本

急
く
旅
と
も
暫
し
休
ま
む
梅
の
下	

東
京
伊
豆
屋

地
境
の
梅
や
匂
ひ
を
分
て
咲	

松
塚

催
し
て
落
る
や
梅
の
一
と
雫	

林

暮
る
秋
は
待
た
ね
と
梅
の
月
夜
哉	
佐
藤

硯
な
と
そ
え
や
梅
の
下
□
れ	

古
娘
連

さ
す
か
ま
た
浪
花
ハ
梅
の
名
取
そ	

京
都
高
砂
連

芸
〇
六
八
四

華
阿
弥
素
坊

四
代
目
助
高
屋
高
助

十
三
回
忌
追
善
摺
物

蓮
華
柄
香
炉
に
梅
菊
花
図

①

華
阿
弥
素
坊
（
印
）
②
大
奉
書
錦
絵 

四
三
・
五
×

五
六
・
六

③
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月 

今
年
き
さ
ら
き
の
二
日
は
第
四
世
助
高
屋
高
助
ぬ

し
が
／
身
ま
か
り
て
よ
り
十
三
回
の
忌
日
に
あ
た

り
ぬ
と 

聞
く
／
深
草
の
野
辺
の
桜
し
心
あ
ら
は

こ
と
し
は
か
り
ハ
墨
染
／
に
咲
け
と
読
ま
れ
し
古

歌
を
口
す
さ
み
し
ハ
昨
日
の
や
う
に
／
覚
え
し
か

げ
に
歳
月
の
駒
の
あ
ゆ
ミ
か
く
も
早
き
と
の
／
か

□
思
へ
ば
我
も
人
も
心
細
う
て
伝
る
な
り
さ
る
か

ら
に
高
助
／
ぬ
し
の
友
人
た
ち
打
つ
ど
ひ
て
追
福

の
事
ど
も
営
ミ
発
句
な
ど
／
手
向
ら
る
ゝ
を
居
士

焼
香
し
て
諸
林
の
新
声
そ
の
餘
音
の
／
改
た
る
を

悲
し
ミ
密
妃
の
秘
曲
尽
観
る
に
由
な
き
を
嘆
く
／

な
り

明
治
三
十
一
年

桜
癡
居
士
し
る
す
（
印
）

兼
好
の
い
ひ
し
［

］
や
梅
ハ
散
し	

団
十
郎

春
の
夜
や
お
も
ひ
よ
る
日
ハ
啼
子
鳥	

菊
五
郎

懐
し
き
名
古
屋
の
空
や
春
霞	

左
団
次

と
の
里
も
十
三
鉦
の
彼
岸
か
な	

団
蔵

苅
か
ね
の
顔
わ
す
れ
ぬ
や
は
る
の
艸	

福
助
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か
す
み
汲
て
手
向
ん
日
こ
ろ
酒
の
徳	

権
十
郎

春
の
日
や
小
草
を
め
く
る
観
世
水	

時
蔵

夕
暮
や
昔
芝
居
の
も
の
か
た
り	

芝
翫

春
風
や
名
も
高
す
け
の
左
馬
之
介	

河
竹
新
七

身
は
雲
の
い
つ
の
加
役
も
柳
か
な	

花
柳
寿
輔

行
水
や
小
槌
く
る
ま
の
め
く
り
す	

竹
柴
其
水

二
の
替
り
聞
の
か
け
ふ
の
回
向
か
な	

右
団
次

た
ん
ほ
の
鞁
や
藤
や
伊
左
衛
門	

我
当

利
所
の
も
ミ
手
違
ひ
あ
し
の
鑵	

福
助

よ
し
あ
し
は
た
れ
も
申
さ
す
春
の
澤	

鴈
次
郎

ひ
め
と
き
の
有
し
を
見
て
も
さ
ら
〳
〵	

勝
諺
造

明
治
三
十
一
年
き
さ
ら
き	

	

」

お
と
つ
さ
ん
ハ
出
し
ぬ
す
る
も
と
り
橋	

訥
子

次
郎
左
衛
門
雛
も
代
々
ゆ
つ
り
も
の	

源
之
助

わ
ら
か
た
や
雛
の
数
に
立
な
か
ら	

田
之
助

ち
い
さ
ん
の
技
ハ
知
ら
ね
と
接
植
か
な	

小
伝
次

畔
ぬ
ま
や
真
似
て
も
出
来
ぬ
鍬
違
ひ	

宇
十
郎

親
方
の
数
へ
て
く
れ
し
田
打
哉	

由
蔵

大
勢
て
一
人
前
や
わ
ふ
し
わ
会	

門
弟
中

十
あ
ま
り
三
ツ
の
き
さ
み
き
聞
な
れ
や	

き
く
尼

お
も
影
の
鐘
な
ら
さ
る
鏡
か
な	

船
□

こ
と
し
如
月
二
日
四
代
目
助
高
や
／
高
助
か
十
三

週
忌
の
追
善
を
営
／
む
ハ
年
頃
御
ひ
い
き
の
御
餘

光
と
あ
り
か
た
く
感
涙
し
む
せ
ひ
し
／
□
く
し

梅
の
香
や
み
の
む
し
見
て
も
父
恋
し	

訥
升

芸
〇
六
七
九

天
受
玉
園

市
川
小
団
次
襲
名
摺
物 

懸
蓬
莱
図

①
己
巳
年
試
筆 

天
受
玉
園
（
印
）
②
大

奉
書
錦
絵 

三
九
・
〇
×
五
一
・
八

③
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
一
月

④
摺
物
所
は
ん
寅
版 

沙
の
大
号
を
未
熟
の
や
つ
か
れ
に
継
よ
と
の
仰
再

三
辞
す
れ
と
ゆ
る
し
な
け
れ
ハ
其
意
ニ
／
継
ふ
尚

此
上
ハ
ひ
こ
す
う
に
御
引
立
を
希
ふ
と
て

旭
の
め
く
み
う
け
て
伸
る
や
初
ミ
と
り

	

米
升
改
市
川
小
団
次	

」

と
も
〳
〵
御
贔
屓
を
い
の
り

活
ふ
り
に
香
の
引
立
や
梅
の
花	

彦
三
郎

春
駒
や
遠
く
に
聞
ゆ
鈴
の
音	

亀
蔵

更
名
を
祝
し
て

蓬
莱
や
千
代
と
も
い
わ
ふ
米
の
数	

璃
寛

粥
占
や
人
気
十
分
そ
ふ
噂	

駒
之
助

打
連
く
の
ほ
る
筏
や
初
か
す
ミ	

延
三
郎

一
器
量
あ
る
花
ふ
り
の
菫
か
な	

國
太
郎

も
ろ
人
の
愛
を
う
く
る
や
福
寿
艸	

扇
女

川
竹
に
ま
さ
し
く
咲
く
や
梅
柳	

雀
右
衛
門

○

見
あ
く
る
も
ま
ハ
ゆ
き
空
や
朝
雲
雀	

延
若

植
か
へ
て
八
千
代
目
出
た
き
椿
か
な	

宗
十
郎

福
も
寿
も
そ
な
わ
る
と
き
そ
着
衣
始
め	

翫
雀

其
気
性
わ
ん
〳
〵
高
し
梅
の
花	

七
賀
助

海
山
の
ひ
か
へ
は
し
ら
や
か
さ
り
竹	

雛
助

朝
栄
や
ひ
と
樹
す
く
れ
て
梅
匂
ふ	

千
之
助

染
あ
け
し
手
綱
薫
る
や
春
の
駒	

松
緑

時
を
得
て
若
鮎
の
ほ
る
早
瀬
か
な	

大
五
郎

○

緒
木
に
も
ま
さ
れ
若
枝
の
接
さ
く
ら	

多
見
蔵	

」
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鶴
の
舞
ふ
日
和
つ
ゝ
く
や
玉
の
は
る	

三
升

御
贔
屓
の
声
を
ち
か
ら
や
揚
雲
雀	

ゆ
き

は
て
の
な
き
海
静
か
な
り
初
日
影	

九
蔵

水
も
の
高
し
千
鳥
の
群
る
夕	

新
車

○

初
旅
は
華
の
こ
ろ
な
り
京
登
り	

団
蔵

○

鶯
や
春
に
か
ゝ
や
く
声
の
艶	

子
団
次

人
の
山
は
し
め
て
見
た
り
戎
市	

門
弟
中

○

其
功
の
き
つ
と
見
へ
た
り
二
日
灸	

三
栄

あ
つ
は
れ
な
月
の
出
堺
よ
し
春
の
梅	

赤
穂
多	

」 

芸
〇
六
八
〇

天
受
玉
園

七
代
目
嵐
雛
助
襲
名
摺
物 

雛
飾
り
図

①
天
受
玉
園
（
印
）（
印
）
②
大
奉
書
錦

絵 

三
九
・
二
×
五
二
・
四

③
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

二
月 

筑
後
芝
居

④
摺
物
処
／
道
頓
堀
相
合
橋
北
詰

西
へ
入
／
は
ん
寅 

改
名
を
祝
し
て

敷
あ
と
へ
お
か
る
や
う
な
り
強
い
凧	

璃
寛

振
よ
さ
に
皆
曳
こ
す
る
小
松
か
な	

宗
十
郎

ず
ん
〳
〵
と
伸
る
柳
や
南
う
け	

橘
三
郎

と
の
姿
見
て
も
り
つ
ぱ
や
春
の
朝	

筆
之
助

其
功
の
き
つ
と
見
へ
た
り
二
日
灸	

福
助

是
か
ら
ハ
ひ
ら
く
る
名
や
ら
花
の
春	

寿
太
郎

見
あ
く
る
も
ま
バ
ゆ
き
空
や
揚
雲
雀	

延
若

○

は
や
薫
る
気
さ
し
今
か
ら
菊
の
苗	

松
緑

花
を
ま
つ
樹
の
た
の
も
し
き
初
桜	
七
賀
助

○

華
の
日
に
吉
左
右
の
よ
き
紋
り
か
な	

東
京
彦
三
郎

黄
鳥
の
声
お
も
し
ろ
き
山
路
か
な	

翫
雀

梅
の
候
目
か
ら
殖
け
り
人
出
い
り	

仲
蔵

春
ら
し
き
姿
や
桃
に
は
つ
霞	

菊
五
郎

若
桜
一
樹
す
く
れ
て
旭
の
恵
方	

芝
翫

○

善
松
の
栄
ゆ
る
春
の
朝
日
か
な	

右
団
次

あ
と
咲
も
一
廉
と
い
ふ
椿
か
な	

鰕
十
郎

遖
な
目
出
端
よ
し
梅
の
花	

大
五
郎
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頌

花
と
な
る
芽
を
は
や
み
せ
よ
此
接
木	

多
見
蔵	

」

当
二
月
ハ
先
雛
助
の
一
回
り
の
忌
ニ
あ
た
る
と
て

／
追
福
を
営
ミ
ゐ
ふ
ニ
就
而
ハ
未
熟
の
や
つ
か
れ

ニ
養
子
に
／
な
れ
と
御
す
ゝ
め
再
三
辞
退
す
れ
と

も
ゆ
る
し
有
ら
ず
／
此
上
ハ
ぜ
ひ
な
く
仰
ニ
随
ひ

た
て
ま
つ
り
て

何
事
も
差
図
願
ふ
や
雛
祭
り	
七
代
目
嵐
雛
助

○

富
士
ま
て
も
伸
し
度
も
の
春
の
凧	
母 
升
女

此
一
樹
す
く
れ
薫
る
や
桃
の
花	

大
長
平

歴
々
の
誉
る
言
葉
や
二
の
替
り	

け
ん
び
し

梅
の
香
や
声
も
花
有
枝
の
鳥	

慶
女

は
な
も
よ
し
落
ハ
な
ほ
さ
ら
塵
も
よ
し	

三
右
エ
門

大
ぼ
く
に
な
れ
と
育
つ
る
小
梅
哉	

奥
山

友
々
に
よ
ろ
こ
ひ
あ
ふ
や
桃
は
た
け	

門
弟
中

○

昇
る
旭
に
際
た
つ
松
や
鶴
の
声	

八
十
翁

ひ
く
位
見
か
わ
す
春
の
に
し
き
哉	

諺
造

梅
の
香
の
芳
し
凡
四
里
四
方	

三
津
介

二
の
花
も
色
香
お
と
ら
す
咲
つ
は
き	

正
作

○

奥
深
ふ
香
の
た
つ
梅
の
戸
口
哉	

東
京
新
七

○

川
竹
に
賑
ふ
春
の
往
来
か
な	

三
栄

よ
き
目
な
ゝ
受
て
咲
け
り
梅
の
花	

宗
助

抽
出
て
ま
さ
る
色
香
や
咲
菫
れ	

佐
吉

沢
山
の
中
に
秀
し
雛
な
哉	

和
三
郎

尚
薫
れ
接
木
の
梅
の
花
盛
り	

阿
古
多	

」

註（
１
）『
大
阪
歴
史
博
物
館
館 

蔵
資
料
集
一
一
初
代
中
村
鴈
治
郎
関
係
資
料
』
大
阪
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
五
年
。

（
２
）
嵐
雛
助
の
代
数
に
は
諸
説
あ
り
、
註
（
１
）
の
館
蔵
資
料
集
で
は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博

物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
六
二
年
）
に
し
た
が
い
八
代
目
と
し
た
が
、

こ
こ
で
は
国
立
劇
場
の
表
記
お
よ
び
原
資
料
の
表
記
の
通
り
、
七
代
目
と
し
た
。

（
参
考
文
献
）

日
本
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振
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室 

編
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、
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～
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年
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芸
術
文
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興
会
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
記
録
課
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室 

編
『
近

代
歌
舞
伎
年
表
』
京
都
篇
、
第
四
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
九
八
年

伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年


